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野草スケッチ キブシ（キブシ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/03/23 稲城市百村 絵と文 Ｔａ 

 

キブシは早春の林を飾る花だ。 

もっと早い花としてはハンノキがあるが、風媒花であるため地味すぎて、花とい

う感じがしない。 

キブシが咲き出すと、雑木林は急速に「春バージョン」へと変わっていく。 

木々の冬芽がほころび、やがてコブシの白い花が遠くからでも目立つようになる。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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待ちに待った季節がやってきたのだ。 

 

キブシの花穂は独特の形で、似たものは思いつかない。 

花屋で「黄藤」という名前で呼んだりするそうであるが、当て字であり、もとよ

りフジの仲間ではない。 

キブシ科は１科１属、世界中でも６種ほどしかない、孤独な科なのだ。 

キブシは「木五倍子」と書き、五倍子を「フシ」と読ませる。 

五倍子とは、ヌルデの虫こぶから取れるタンニンのことで、江戸時代、鉄漿（お

はぐろ）に使ったのだという。 

キブシの果実を五倍子の代用として用いたことから、木五倍子といわれるように

なったらしい。 

 

観察会で、キブシはちょっとした話題を提供してくれる。 

それは、キブシの花の雌雄を当てるゲーム？を行うのである。 

キブシは雌雄が別株だ。 

したがって、咲いている花は雄花か雌花のどちらかしかない。 

手に触れたり、花の中を覗いたりせずに、どちらなのか、推定する。 

 

コツがわかれば、比較的容易に雌雄を判別することができる。 

雌花は穂が短く、雄花は長い。 

雌花は緑がかった黄色、雄花は緑が入らない。 

こういう遊びには、結構みな乗ってくる。 

因みに、このスケッチは雄花だ。 

花の中に、黄色い葯（花粉袋）が入っているのに気づかれただろうか。 

 

先日、稲城野草散策の会で京王相模原線・若葉台駅から稲城駅まで歩いた。 

前日のみぞれ交じりの雨とは打って変わって、抜けるような晴天。 

約６０名という大人数の観察会となった。 

車道を避けて、農道、雑木林を縫うように歩く。 

歩き出すとすぐに、列は数十ｍに伸びる。 

私の声は大きく、よく通るといわれるがが、それでも後ろの人には聞こえないほ

どだった。 

 

このコースにもキブシの花がたくさん咲いていた。 

観察会参加者は、自然の楽しみ方をよく知っていて、満開のソメイヨシノよりも
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キブシなどの野生の花に興味を示す。 

キブシの雌雄を決する？遊びで楽しんだことはいうまでもない。 

 

春。爛漫の春。百花繚乱の春。 

今年も思いっきり楽しみたいものである。 

（２００１年４月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕１月２７日 黒川 

集合場所に向かう小田急線の車窓からは、真っ青な空に白雪を戴いた富士山を

見ることができました。黒川駅に集合された方は４０人、風が弱かったこともあ

って、この時期としてはかなり快適な観察会になりました。 

黒川駅周辺の風景は１０年前とほとんど変わっていません。また三沢川沿いに

少しのぼって行けば、以前と変わらない農村風景が出迎えてくれます。ただ、Ｊ

Ａの農産物直売所ができたり、はるひ野駅ができたせいでしょうか、年々自動車

の往来が増えているように感じられます。それともう一つ気づいたことがありま

す。三沢川沿いの何枚かの田んぼが畑に変わろうとしていたことです。これもＪ

Ａ直売所の盛況によるものなのでしょうか。 

私たちは田んぼや畑周辺のロゼットを観察しながら、三沢川に沿って西に進み

ます。しばらく歩いた後は、川から離れて北の台地を越えて三沢川左岸側の小さ

な谷に下っていきます。谷沿いに下ればそこはＪＡの直売所です。直売所近くの

汁守神社で昼食タイムとなりました。昼食中にはＦＭラジオＪ－ＷＡＶＥに出演

した広沢さんのトークの録音が流されました。 

昼食後は若葉台駅近くのＩプラザに集まって、今年の年間計画が決められ、解

散となりました。 

稲城の会も、参加者だけではなく世話役の高齢化も進んでいます。それにあわ

せて今年からは猛暑が予想される７、８月の観察会は取りやめとしました。また、

観察場所も肉体的な負担の少ないコースを選ぶようにしました。会員へのハガキ

での案内も今年限りとします。インターネットをご利用できない方にはご不便を

おかけしますが、どうぞご理解いただきますようお願い申し上げます。（とーはも

ん） 

▼観察記録（出現順） 

ヒメオドリコソウ(花)、オオイヌノフグリ(花)、オランダミミナグサ、アメリカフ

ウロ、カラスノエンドウ、ナズナ(花)、ハハコグサ、ノゲシ(花)、ホトケノザ(花)、

オニノゲシ、ハルジオン、ヒメジョオン、オオアレチノギク、センニンソウ、ス
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イバ、ヒメオドリコソウ(花)、ヨモギ、カニクサ、テリハノイバラ、イチヂク、ヒ

ロハギシギシ、キツネアザミ、オオジシバリ、コハコベ、ハハコグサ、ケキツネ

ノボタン、タネツケバナ(花)、コナスビ、コオニタビラコ、セリ、ススメノテッポ

ウ、イヌカタヒバ、ノボロギク(花)、トウダイグサ、ヒメコウゾ、クサギ、スイカ

ズラ、キブシ、クマシデ、ウワミズザクラ、ヒメシャラ、カツラ、マンサク、ミ

ドリハコベ、カラスウリ(実) 
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〔行事予定〕201３/2/2４（日） 城山～中央公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ南武線南多摩駅 改札口 ※会旗目標 

南多摩駅の改札口は一個所だけです 

行く先 

(解散場所） 

ＪＲ南武線南多摩駅から京王稲城駅まで（下の地図を参照ください） 

京王線稲城駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

冬芽、シダの観察 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 南多摩駅～城山公園～稲城中央公園～清水谷戸～駒沢学園～ 

京王稲城駅（解散：４時頃）  

駅近くにコンビニあり。途中、トイレは数箇所あります  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません   

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円
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〔行事予定〕2013/３/30（土） 裏高尾・小下沢、日影沢 

項 目 説 明 地 図 

集 合 ａｍ１０時、日影沢の橋付

近（今回は高尾駅ではない

のでご注意下さい） 

※会旗目標 

 

 

 

 

 

 

交 通 ＪＲ中央線快速、特別快速高尾行きまたは京王線高尾山口行きを

ご利用下さい  

ＪＲ中央線高尾駅北口から 2 番乗り場、小仏行きバスで日影バス

停まで来て日影沢の橋に集合して下さい バスは９時１２分、３２

分、（５２分）があります（２２０円） 

行く先 

（解散場所） 

裏高尾・小下沢、日影沢の渓流沿いの道、林道を歩きます  

日影バス停 ｐｍ３時頃解散予定定 

地  図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 日影沢の橋→小下沢を奥まで歩き戻って来ます→日影沢→日影バ

ス停（解散・・・１５時頃））  

コースは天候その他により変更する場合があります 

見所・その他 スプリングエフェメラル 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


